
１．若葉台地域とは？
１）多摩ニュータウンの開発にともない生まれた新しい街
①1971年に多摩ニュータウン稲城地域の計画が決まり、それ以降、
市域の17％、292ｈaの開発が進められた。資料１
②向陽台、長峰地域に続き、1999年3月に若葉台が街開きし、坂浜から離れた。

2009年にi プラザが開館した。

２）開発にともなう発掘調査で起こった出来事①広大な丘陵開発にともない
原始社会の姿が明らかになった。

②同時に「歴史の偽造事件」も生じた。

２．若葉台（坂浜）の原始社会
１）多摩丘陵に人が住みはじめたのは？
①多摩ニュータウンの遺跡群（964カ所）。
②旧石器時代の遺跡…坂浜遺跡からも旧石器が発見。

２）多摩丘陵に定住をはじめた人たち…縄文時代（約13000年前から約3000年前）
①坂浜（駒沢学園）遺跡から約1万年前の土器や石器が発掘。
②若葉台地域からは縄文中期（約5000年前～約4000年前）の住居跡約170軒が発掘。資料２
③イノシシの人形も出土。90点を超す土偶は東京都の文化財に指定されている。資料３
④日本に農耕がもたらされる弥生時代の遺跡は少ない。

３．坂浜の中世（奈良・平安・鎌倉・戦国時代）
１）武蔵の国の成立にともない坂浜はどうなったのか？
①武蔵の国府造営と工人村。資料４
・大丸窯跡群。
②坂浜の工人ムラ。資料５
③国府（府中）から鶴川方面に抜ける街道。
④若葉台（坂浜）は師岡荘と江戸時代まで称していた。資料６

２）多摩川をはさんで戦った武士（もののふ）たち
①中世にはいると在地の豪農は武装し、自分の土地を守るようになった（武士の誕生）。
②南北朝の内乱後戦国時代に至るまで多摩川をはさんでの戦争が激しく展開された。
③稲城には山城がいっぱい造られた。…大丸城・長沼城・小沢城。

３）高勝寺と富永氏
①真言宗高勝寺の建立（1368年）。資料７，８
・小田原に根拠地を置く後北条の臣下によって建立されたと考えられる。
「古霊簿」の最初に「御宿和守」とある。
・真言密教の修験者が多かった。
②高勝寺と富永氏。資料９、１０
・「古霊簿」に富永孫左衛門の名が記載されている。
・「新編武蔵国風土記稿」には孫左衛門は後北条に仕え、天正18（1590）年に後北条が滅亡したのち、

長男の主膳正は家康の旗本になり次男の織部が坂浜に土着し帰農した。以降、坂浜の名主を務めた。
③中世の信仰遺跡としての板碑。資料１１
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４．近世の坂浜１）坂浜をおさめた代官は？資料１２
①大久保石見守長安から小泉治太夫そして中野吉兵衛重弘へと
慶長年間から寛永年間までは引き継がれた。
②その後、天野重房に引き継がれた。
③村高は246石で大丸村よりはやや高く、矢野口村の約半分、平尾村の約2倍の石高であった。

２）村の生活
①高勝寺を中心とした動き。・真言宗高勝寺は京都の仁和寺をの大本山としてさらに坂浜の宝蔵院、
平尾の宝泉寺、矢野口の安楽院、矢野口の威光寺を末寺としていた。
②村は地名を冠した「コウチュウ」で運営された。資料１３
・「上谷（カサヤト）」「堂ケ谷（ドウガヤト）」「御部屋（オヘヤ）」「鶴巻（ツルマキ）」「小田良（コダラ）」
「天神ノ台（テンジンノダイ）」「寺ノ台（テラノダイ）」「宮ノ台（ミヤノダイ）」「内山（ウチヤマ）」「和田（ワダ）」
に別れていた。
③人名の村組もあった。これが年貢を納める基本単位。
・文政5年の文書には仙次郎組、円蔵組、源兵衛組、三郎左衛門組。
④助郷としては布田五宿にいった。伝馬5匹、人足10人をだした。

５．近現代の坂浜そして若葉台
１）学ぶ坂浜の人たち
①小野郷学校に通う人たち。
②奚疑塾（窪全亮）に通う人たち。資料１４
③立志学校（宝蔵院）の開設。資料１５

２）近現代を通しての坂浜の特徴
①営々と続けてきた生産の努力。米はもとより魚、養蚕、炭、野菜、
牧畜など多様な品種により生活。資料１６
②今も残る民話の里。小田良地域。資料１７
③開発と自然保護。親水公園。資料１８
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資料１・４・５・６・７・８・９・１０・１１・１２・１３
『稲城市史（上・下巻）』／稲城市史編纂委員会
資料２・３

『多摩の遺跡と遺物 多摩のむかしを訪ねて』／東京都立埋蔵文化財調査センター、東京都立埋蔵文化財センター
資料１４
『稲城市文化財調査報告書第23集 奚疑塾と窪全亮』／稲城市教育委員会
資料１５
『稲城市の文化財』／稲城市教育委員会
資料１６・１７・１８
『稲城市文化財調査報告書第20集 稲城市の地名と旧道』／稲城市教育委員会

※資料１７・１８写真は『いなぎ歴史探検』より転載。

小田良地区の民話関連遺跡群 ↑

若葉台・坂浜、稲城市内全域網羅の総合地理歴史専門WEBサイト。
アナタが今住んでいる土地の歴史を知ることができるかも？
興味のある方は是非『いなぎ歴史探検』にアクセスしてください！
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